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大屋駅は惰願駅第3号になった勺

四国一 右側には薗来を配した石碑がある与ー

鉄道の開通は、新たな人と物の主流を生み、駅を中 けに難世するほど雑踏をきわめたとL寸。酪ノ井線開

出に急激に尭展する。

悼越本棋(当時1;1直江津線〕は、明治11年 8月に直

)，:[，5'--上回開が開通。同年11月には上回~軽井沢聞が
完成Lた。

当時上回~軽井沢聞には、田中、小諸しか駅がなく、

大屋地区で1;1.地元町利置ど、周辺町主要産業である

養喜 製糸業を広めることを目的に、駅建設の靖願運

掛がおこった。その結果、 3000人の署名と 610

人の寄付が草まリ、明，台1q年 1月10日に大屋駅が開業。

神川以来の村々の玄関ロになった。そして大屋駅は、

明治35年に樺ノ弁線が阿草するまで、道路によリ車惜

地方と諏訪・伊那方面を桔，'，発着駅として栄えた。

大屋駅に残る沿革によると、運送馬車の往来は日に

7 0 0台を教え、運送阜が8軒あり、尭着賞物の荷分

過によ '1一時世物量が減少するが、丸子町に型糸輩が
発展すると、乗降客や宜物が増加。大正7年には大屋

と丸子を結J:九子鉄道(のちに上回史過となる上回丸
子電鉄の前身。昭和帥年に鹿止)も完成した。

昭和計年に、主要地方道上回茅野蹄(現在の国道 1

5 1号)の史通渋滞融和のため、立体究差捕が建設さ

れ、それに伴、、大屋駅西削の跨線橋も新設された。現

在でも釈の北保lど南側をつなぐこの捕は、!>くの人が

判用している。

10月 l目、北陸新幹線の関東によリ、軽井沢~聾ノ

弁聞の惜越本線は fLなの扶道」に移管される。特急

rあさま』がこの牒路を走るのもあとわずか。数多く
の歴史を1刻んだ培越本躍は、 1 0 q年の歴史を閉じよ

うど Lている。

楽情"関する写真路舗を募集 市内にある僑とその周辺に附する古い写真、ユニークなエピソ ドや伝説のある機がありましたb、包・o広組担当までお寄ぜください。
〈再生紙を使用しています〉

【
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話
相J
幹
線

北
陸
新
幹
線
長
野

1
東
京
聞
が
叩
月
1
日
開

盟
し
ま
す
。
ざ
ん
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
斬
併
線

「
あ
さ
ま
」
は
、
官
業
最
高
時
速
は
別
加
。
長
野

i
東
京
聞
を

1
日
間
叫
往
復

(う
ち
軽
井
沢

1
車

車
問
4
往
復
)
運
転
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
上
田
駅
に
停
車
す
る
車
両
は

1
日

目
往
復
で
、
上
回

1
車
京
聞
を
最
速
1
時
間
日

分
で
結
び
ま
す
。
ル
ー
ト
は
、

『
尚
崎
駅
』
を

通
過
桂
、
上
越
新
幹
線
か
ら
分
厳
し
て

『安
中

権
名
駅
』
、
そ
し
て
岬
分
の
m
却
と
い
う
き
つ
い

勾
配
に
な
る
碓
氷
峠
を

一
気
に
越
え
る
と
『
軽

井
沢
駅
』。

小
海
綿
と
接
続
す
る
『
佐
久
平
駅
』

を
経
て
、

『上
聞
駅
』
に
到
抑
制
し
ま
す
。
上
聞

か
ら
は
、
車
域
町
、

戸
倉
町
、
吏
埴
市
町
山
揮

を
長
さ
日

・
2
M
白
五
単
ケ
峯
ト
ン
ネ
ル
で
通

過
し
て
『長
野
駅
』
に
入
り
ま
す
。

今
回
開
業
す
る
、
長
野
1
車
京
聞
の
路
線
延

長
は

m
・
4
M
(長
野

i
高
崎
間
川

・
4
M
)
で、

上
田
市
内
は
問
団
。
ま
た
、
県
内
区
間
の
約

5

制
が
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
完
成
に
至
る
ま
で
、
沿

線
の
皆
さ
ん
な
ど
の
ご
協
h
H
に
よ
り
、
珊
工
佳

r 

B
年
で
用
地
見
収
、
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
新
幹
線
の
開
業
は
、
昨
年
U
月
に
開
通

し
た
上
信
越
自
動
車
道
と
あ
わ
せ
て
、
上
田
市

の
高
速
交
通
網
目
大
動
脈
に
な
り
ま
す
。
首
都

聞
と
短
時
間
で
結
ぼ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
人

-

物

・
情
報
自
主
流
が
飛
脳
的
に
促
進
さ
れ
、
地

域
を
活
性
化
す
る
と
と
も
に
、
産
躍
の
発
展
や

観
光
開
発
の
原
動
力
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
0

・
玄
関
口
と
し
て

-
上
田
駅
周
辺
を
整
備

新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、
上
回
駅
は
、
上
小

圏
域
だ
け
で
な
く
、
埴
科
附

・
吏
捕
さ
ら
に
は

松
本
地
埴
ま
で
も
宮
め
た
印
万
冊
市
閣
の
玄
関

nと
し
て
の
機
能
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

上
田
駅
温
品
目
で
は
、
駅
前
広
場
の
新
設
工

事
が
完
成
し
、
都
市
計
画
道
路

・
雨
天
神
町
市

回
線
が
拡
幅
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
上
回
交
通
別

所
線
の
高
架
化
工
事
も
進
ん
で
い
ま
す
。
上
田

駅
お
城
口
で
は
、
昨
年
目
月
に
市
営
の

『駐
車

抽
』〔
別
台
収
容
)
と

『
駐
輪
場
』
〈川
台
収
書
)

が
完
成
し
た
ほ
か
、
観
光
案
内
所

・
公
権
ト
イ

レ
も
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
城
ロ
で
問
画
さ

れ
て
い
る
市
街
地
再
開
発
事
量
は
都
市
計
画
決

定
を
受
け
、
上
団
地
壇
の
車
玄
関
に
ふ
さ
わ
し

い
駅
前
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

(詳
細
は

「広
報
L
B月
1
日
号
に
拘
載
可

ま
た
、
上
田
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
渋
滞
緩
和

の
た
め
に
、

「(仮
紘
)
上
回
新
情
」
な
ど
白
都

市
基
盤
艶
備
も
避
め
て
い
ま
す
。

圃
地
域
に
密
着
し
た

.

『
し
な
の
鉄
道
」

同
月
1
日
白
北
陽
新
幹
線
開
業
に
あ
わ
せ
て
、

J
R
〔東
日
本
旅
客
最
近
脚
)
か
ら
経
営
が
分

離
さ
れ
る

「軽
井
沢
1
臨
ノ
井
附

(邸
・
1
同
ど

は
、
長
野
県

・
沿
線
市
町
・
経
演
団
体
な
ど
申

出
資
に
よ
る
第
三
セ
ク
タ
ー

『
し
な
の
鉄
道
』

と
し
て
週
行
を
開
始
し
ま
す

(砲
事
は
長
野
ま

で
直
通
で
乗
り
入
れ
ま
す
)。

車
両
デ
ザ
イ
ン
を

一
新
し
、
地
域
申
重
要
な

交
通
機
関
と
し
て
、
運
行
本
数
を
現
行
よ
り
1

1
2割
増
や
し
て
、
通
勤

・
通
学
者
な
ど
乗
降

客
に
配
慮
。
ま
た
、
上
田
駅
で
は
、
新
幹
線
と

の
接
続
の
大
半
が
加
分
以
内
で
乗
り
換
え
可
能

に
な
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

し
な
白
鉄
道
側
総
務
部
経
営

企
画
疎

(圃
0
2
6
2
3
5
4
7
0
1
)

[2] 16 9. 広4冒ラ;i!.f9.

10月 18から経弁沢~篠ノ鈴聞は 「しなの鉄道Jに



-
新
幹
線
ァ
あ
さ
ま
』の

-

デ

ザ

イ

ン

空
h
理
論
よ
り
割
り
出
さ
れ
た
畳
主
で
し
な

や
か
な
外
観
は
、
見
る
人
に
力
強
い
走
行
を
ア

ピ
ル
。
よ
り
速
く
快
適
に
走
る
た
め
に
、
機

能
面
か
ら
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
車
両
で
す
。

移
り
ゆ
く
自
然
、
さ
ら
に
国
際
性
を
感
じ
さ

せ
る

3
つ
の
色

(白

・
背
・
赤
)
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
日
本
白
伝
統
的
な
配
色
美

「
か
さ
ね

由
色
目
」
を
も
と
に
、
「
現
在
か
ら
未
来
へ
」

と
い
う
イ
メ
!
ジ
で
カ
ラ
l
リ
ン
グ
。
長
野
県

由
美
し
い
風
景
の
中
を
走
る
新
幹
線
と
し
て
、

世
主
で
枯
調
高
い
外
観
で
す
。

同

h
F
「
蔵
」
を

イ

メ

ー

ジ

し

た上
回
駅
舎

城
下
町
の
情
緒
を
色
渇
く
残
す
上
図
市
の
玄
関
口

は
「
厳
」
進
り
風
駅
舎
(
夜
間
は
間
接
照
明
で
「
六
文
銭

」
が
浮
か
び
上
が
る
)

ざん新なデザインの新総線 「あさまJの車両

4
ラ
ン
ド
マ

l
ク

「上
回
ハ

l
プ
橋
」

中
央
の
主
塔
(
高
さ
田
m
)
の
両
側
に
け
本
の
ケ

ー
ブ
ル
を
斜
め
に
張
る
斜
張
橋
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト

鉄
道
橋
と
し
て
は
圏
内
最
長
〈
約
2
7
0
m
)

F 

-
叩
月
1
日
新
幹
線
開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト

乗
降
客
に
、

都
陣
頭
静
静
具
固
戚
岡
田
開

プ

νイ
バ
ykra
周
舗
固
広
岡
韓

関
車
を
日
，
山
に
控
え
た
新
幹
線

「上
回
以
」

で
、
お
城
川
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
温
泉
円

広
場
、
白
山
通
路
で
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
附
催

し
ま
す
。
こ
れ
に
は

l
小
地
域
を
は
じ
め
、

岐
城
町
、
ド
倉
町
、

l
k
山
川
町
、
心
米
筑
階
部

(
阿
賀
村
、
本
城
村
、
坂
北
村
、
府
組
村
、

坂
井
村
)
白
市
町
村
な
ど
が
参
加
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
す
。
お
お
ぜ
い
の
暗
さ
ん
ご
書

加
く
だ
さ
い
。

-
と
き

9
月
前
品
目
(
州
問
、
祝
日
)

午

前

9
時
泊
分
l
午
後
4
時
ま
で

-
と
こ
ろ

J
R上
田
駅

・
お
城
口

・
誼
泉

口
・
自
由
通
路

・
内
容

J
R
上
田
駅
e

新
幹
線
上
田
駅
構

内
田
見
学
、

お
城
口

郷
土
芸
能
の
紹
介

(
丸
子
町
龍
神
お
締
り
、
古
木
村
監

白
り
お
ど
り
、
其
田
町

=一
ツ
顕
獅
子
、

戸
盆
町
・
上
山
田
町
戦
墜

d
Z鼓、

上
田
市
長
田
陣
太
鼓
、
三
好
町
保
育
闘

や
ま
び
こ
太
鼓
)
特
産
物
販
売
コ
!
ナ

!
、

鉄
道
模
型
コ
ー
ナ
ー
、
上
田
市
来
消
費
拡

大
コ
l
ナ
(
も
ち
つ
き
を
し
て
、
正
午

か
ら
先
着
1
0
0
0名
に
も
ち
を
配
布
)

な
ど
、

温
泉
ロ

ミ
ニ
新
幹
線
の
運
行
、

新
幹
線
お
絵
揃
き
・
紙
粘
土
コ
ー
ナ
ー
、

フ
リ

l
マ
l
ケ
ヅ
ト
な
ど
、
自
由
通
路
i

写
真
パ
ネ
ル
展
、
ビ
デ
オ
放
映

・
主
催
北
陽
新
幹
線
上
田
駅
開
業
イ
ベ
ン

ト
実
行
委
只
会

の
だ
て

郷
土
芸
能
の
披
露
や
野
点
サ
ー
ビ
ス
、

当Bは午前6時から午後6略まで 上園駅お
緩ロロータリーとニューパール還りは 歩行

者天国に伝り 車の震リ入れはできまぜん

-
共
催

東
日
本
旅
客
鉄
道
開
長
野
支
社

-
問
い
合
わ
せ

北
陸
新
幹
線
上
田
駅
開
業

イ
ベ
ン
ト
実
行
壬
員
会
事
務
局

・
上
岡
市

交
通
対
策
謀
(
回
@
4
1
0
0
困
1
5
6

5
)
 

※

『タ
ク
シ
ー
乗
り
場
』

上
田
駅
お
城
ロ

前
に
あ
る
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
は
、

J
t糸

口
」
へ
移
動
し
ま
す
。

※
『
パ
ス
停
』

よ
田
駅
お
城
口
前
の
パ
ス

停
留
所
は

「温
皐
ロ
」
へ
移
動
し
ま
す
。

な
お
、
パ
ス
の
運
行
時
聞
は
現
行
ど
お
り

で
す
。
千
曲
パ
ス
鹿
教
活
線

・
祢
津
線
利

用
の
か
た
は
松
尾
町
パ
ス
停
留
所
へ
お
願

い
し
ま
す
。

※
駐
車
場
が
虫
な
い
の
で
、
公
共
空
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
も
、
内
容
を
一
部
変
更
し
て

開
惜
し
ま
す
。

観
光
パ
ン
フ
レ

y
卜
配
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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I山目かまち展in上目l
若くしてこの世を去った 「山仰か

まち J， かまちが残した水~回、パ

ステル剛、デッサン由ほか、持品パ

ネル、遺品など約180点を展示し

ます。かまちの残したメッセージを

ぜひご置くださL、。

なお、チケットは開催期間中会場

にて取り扱勺ています。

マ主催上回商業21世紀会マと

き 9月201'出-10月5日間午lIIi1 0 

時~午後日時30分マところ ほか

りコミュニティホ ル2階、 3階
(七回r!l中央2-3-16) マ入場

料 一般 ・大学生500円、小学生

~高校生300円 マ問い合わせ

上田商業21世紀会事高局 (街区振興

課内・困1442)

テーブル目
市役所匝的miDI

圃~miDI.

東信地方初公開/

情報上回女子短期大 学 園時国文学会公開傭演会

「島崎藤村の文学と風土」
ー風土によみが える作家・藤村ー

マとき 10月4日出午後l時開場、午後2時閥横 マと
ニろ よ図女子短期大学北野暢$t マ峨師剣持武彦さん

(浦泉女子大学教授) て7申し込み 9月20日出 [必着)
までに、往復はがきに住所、氏名、年齢、・3震を明記し、
上回女子短期大学園路圃文学会 (〒386-12上田市下
之郷620)へ. マその他 希望者多敏の場合、摘濁

消
費
生
活
展
な
ど
開
催

出
庖
希
望
者
は
ど
う
ぞ

••• 
『
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
侃
州
6
3
リ

サ
イ
ク
ル
明
る
い
未
来
へ
続
く
道

1
h

『
上
田
市
消
費
生
活
展

1
且
つ
め
直

そ
う
暮
ら
し
と
環
境

S
』
、
『
資
源
活

用
広
場
』
を
叩
月
刊
日
に
同
時
開
催

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
出
席
者
な
ど
を

募
集
し
ま
す
。
出
厄
希
望
の
か
た
は
、

個
人
、
団
体
、
企
業
で
ど
う
ぞ
。

な
お
、
詳
細
は
吹
田
川

H
1日
号

広
報
う
え
だ
に
掲
載
予
定
で
す
。

マ
事
草
内
容

①
ご
み
減
量
、
リ

サ
イ
ク
ル
に
閲
す
る
展
示
・
実
演

②
新
ロ
聞
は
も
ち
ろ
ん
捨
て
る
に
は
惜

し
い
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
商
品
目
販

売
を
す
る
フ
リ

1
マ
ー
ケ
ッ
ト
マ

と
き
叩
月
四
日
制
午
前
川
時

i
午

桂

4
時

マ

と
こ
ろ
上
回
創
造
館

マ
申
し
込
み

9
月
初
日

ωま
で

に
生
活
環
境
課

(
8
1
3
9
0)
へ
。

『青
年
海
外
協
力
隊
』

募
集
説
明
会
を
開
催

••• 
マ
事
聾
鋭
明
会
叩
月
別
日
出
午

桂

6
時
加
八
万

3
8時
叩
分

(金
旧制は

よ
回
商
工
会
議
所
)

マ

責
措

満

加
歳

i
満
ぬ
歳
の
日
本
国
第
を
持
っ

か

た

マ

幕

量
規
模

約

1
4
0職

極
、
約

8
0
0名
〔
派
遣
国
は
回
数

か
同
)
マ
派
遣
期
間

2
年
間

6 1 訓練所力隊協 マ

1.川創造館IIWJのf!nし
1 5 閑 .....1 

235l 可1 合b せい 11宝観盟会，多加無利}

i i品iE品ii 
マとき 10月4日出午後7時30分-9時
(10分前までに来初〈ださt、) マその他
雨天・曇天時はプラネタリウムで説明 {小

固(O2 担背年海外

中学生は保護者同伴でどうぞ)

1'M2土曜日学冒纏股の開銀 四

マとき 10月11日出午前10時~午後4時
マ内容 火成岩の造岩鉱物n-カコウガ
ノを鉱物顕微績で鰻察し、顕微鏡写真を搬勺

てみよう/- マ書加料鴛斜
パソコン粧蜜 1規子映画会z{入椙無料) <<= =.. I、:!l
鶴屋名 '"‘周 対象者 舗也受鵬剥 申し"み方法 マとき 10月11日出・ 12日間(午前10時、
綾子 10月11日也l 小・中学生 20名 500内 10月4日吐』午前9時 午後2・8叩分) マ上映作品 母をたずねて
パソコン敏室 午前日時30分~午樟3時30分 の子と観 から電話で受け付け

三千製 ・亦ずきんちゃん(定員各問先着色O名〉
中ー高年入門 10月15日酬 50雌以上 10月8日刷午前9時
パソコン教室 午前9崎~午直4時 のかた 20名 1000 から電話で聾け付け |篇2土曜日目 仕 眼目唱股祭料開敏fコ
夜間パソコン 1日月15日蜘・16日嗣 16歳以上 2C名 3000円 10月5日間午前9時

10月11日と同25日は小・中学生の見量生
敏宣(基礎橿) 午後6時30分-9時3日分 のかた から電話で聖け付け lAと同伴の保護者のかたは、プラネタリウ
パソコン教室 10月19日(日) 16歳以上

20名 3000円 10月5日{日l午砲1時 ム、民俗資料館、体育館が無料にはり志す。
{基礎・} 午前9時~午憧4崎 のかた から電信で受け付け

※10月 13日明)・14日(刈は
パソコン教室 1日月25日吐).26日IBI 16.以上 10月18目(土J午前9時
{量計耳圃) 午前9時~午穐4崎 のかた 20名 60凹円 から電話で受け付け 臨時休館日です。

( 

[4J 16 9 

毎年9月 1日から12月 6目までの約3か月 間 は 『雇用促進特別運動』 月 間 です。

広4冒ラZ足'!9



a 
' 

相の

C 

31UI 

買
料
編
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

マ
襲
T

ビ
ニ
ー
ル
製
表
紙

(m
・

8
×
7
・
呂
田
、

2
8
0
ペ
ージ
)

マ
頒
価

4
0
0円

マ
由
申
し
込

み

9
月
凶
日
開
ま
で
に
情
報
推
進

課
世
界
統
計
悟

(困

1
2
2
8)
へ
。

置刺で櫨実草口座掻苗のご利用を

， 

舎も¥ 納期限9月30白州

納税 - 凶1.1::他版保険悦

忘
れ
ず
に
犬
の
登
録

狂
犬
病
予
防
注
射
を

平
成
叩
年
版
県
民
手
帳

予
約
受
け
付
け
中
で
す ••• 
審
の
集
合
注
射
以
降
に
生
ま
れ
た

生
後
引
日
以
上
回
畳
録

・
狂
犬
病
予

防
注
射
義
務
白
生
じ
た
犬

(室
内
犬

も
含
む
)
が
対
輩
で
す
。

マ
と
き

・
と
こ
ろ

同
月

5
日
間

••• 
身
近
な
情
報

・
役
立
つ
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。
統
計
情

報
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

相 酷名 日 時 会滑など

10月11日刷
法 徳 繍 被

12303~~111日55働330 0 (予約制)
1130月30-15:3 

生活環焼際

(本斤舎1階)

土地建物納 談
10月g日嗣

13心月間。-16:00

I 人(南緬a本庁，庁同R和舎聾童対員主1策繍会婦鵬) 1 入植・ 悩みごと相談 13 0 2日制13:00-16:00 

農地間信網緩 103月0~1日剛
8:30-17:00 

行 政 相 畿 10月13日間目凹 よ圏西武10:00-15 

1毎0:0週0火~橿15:00 心 配 ごと綱 談

福祉よろず相談 毎9週月~金帽日
00-1自6由00 社会福祉協崎会

法
待(予的制相} 

鍛 10月18 (n@8 0 8 0) 
10:00-正午

児 • 相 談
毎週土帽目
13; 30-15: 30 

鎗 緩 相 鮫 毎週。。水噌15目 i社E会金領主経且惚皇障2会Lー10 : oa~15: 00 
法
橡(予約制欄) 

阪 10月15日嗣
13:30-15:00 上回商工会踊所

保験年金綱鍛 毎9週0月0~~1金S曙a (n@4 5 0 0) 
。。

市主通民事故相相 骸餓 毎週9:0月0~~1金6:0曙0日 市H生福本序活環舎住上境1限階限) 
L包 • 報 餓

毎週月~金明日
役

900~~1金6:0曜0目 (曾@20 0 0) 

福 IJI 聾8) 母子 婦人相談 毎9週0月0-16:00 所 (内線160

高 毎週月~金曜日
高年働者臓寮椅厳重

年齢者職業相談 8:30-17:00 〈上田宮パ申ート8ザ0テライト内〕
("..801 1 ) 

保育(・電子信育て繍畿 毎9週0月0~~1金6:0曜0日 子育て支1*センター相談)
南部保育園内相談窓

保育(面子鰭組育閣て)絹被
毎週火噸目・木明日
9:00-16:00 (H@3096) 

午
前

9
時

i
m時
合
同
庁
舎
正
面

玄
附
前
、

午
前
川
時
初
分

l
u時

市

・
屋
回
支
所

マ
料
金

設
録
手

数
料

・
狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料
合

わ
せ
て

6
1
2
0円

マ
問
い
合
わ

せ

生
活
環
境
課
(
困

1
3
9
0)

・
式
が
死
亡
し
た
と
き
は
忘
れ
ず
に

届
出
を

f

犬
が
死
亡
し
た
ら
、
死
亡
周
に
量

札
・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
哀
を
添
え

生
活
環
境
課
ま
た
は
各
支
所
へ
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

無
料
法
律
等
相
談
所

お
気
軽
に
ご
利
用
を

••• 
「
法
白
日
」
週
間

(
日
月

1
日

1

同

7
日
)
に
無
料
法
体

・
人
櫛

・
制

停

・
公
証
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

金
銭

・
土
地

・
交
通
事
故
等
の
問

題
、
離
婚
・
扶
壷
・
相
続
等
白
家
庭

内
の
も
め
ご
と
、
尭
別
や

「
い
じ
め
」

等
の
人
権
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
か

た
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

(相
談
無
料
、
都
宮
厳
守
)。

来
場
の
際
に
は
、
相
談
に
附
す
る

資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

『法
ま
も
る
心
が
築
く
明
る
い
社
会
』

マ
主
催

該
判
所
、
検
察
庁
、
弁

護
士
会
、
法
窃
局
、
調
停
委
民
協
会
、

人
権
擁
護
蚕
員
協
議
会

マ
と
き

叩
月

1
日
刷
午
前
叩
時

1
午
桂

4
時

マ
と
こ
ろ

上

m商
工
会
蛾
所

不
用
ロ
聞
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
熊
創
刊
の
一
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
放
く
だ
さ
い
。
登
録
期
聞
は
6

か
月
削
は
そ
の
ま
ま
野
ぬ
し
ま
す
.

マ
お
む
つ
周
パ
シ
ツ

(卯
叩
)

円

v
う
ぱ
車

マ
赤
ち
ゃ
ん

m歩
行
器

マ
挽
泌
随

(2
柵
式
)

マ

一ナ
レ

ピ

(H
盟
)

マ

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

マ
ニ
段
ベ

ヲ
ド

マ
学制
ロ机

マ
県

飯

(キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
)

マ

電
気

オ
ル
ガ
ン

マ
ペピ
1
ペッ
ド

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

ン
1
ト

マ
ク
l
ハノ
(ベ
ビ
l
キャ

リ
ー
)

マ
冷
厳
郎

マ
扇
風
慣

マ
電
子
レ
ン
ン

マ
ス
ク
ー
タ
ー

マ
マ
ウ
ン
テ
μ
パ
イ
ク

マ
ダ
ブ
ル

ペ
ヲ
ド

マ
電
動
ベ
ッ
ド

マ
ペ
ビ
ー

ダ
ン
ス

マ
必
ず
ま
A

団
地
川
)

陣
子
(曲
uA
1
9
5
坦

マ
鐙
埋
タ

シス

マ
応
後
セ
ッ

ト

マ
ぶ
ら
下

が
り
健
康
器

マ
網
戸

門V
士
槍
車

(還
搬
用
)

マ

取
イ
ス

マ
物
置

マ
ホ
ワ
イ
ト
ポ
1
ド

マ
う
す

き
ね

マ
三
段
ポ
ヲ
ク
ス

マ
カ
ー

テ
ン

(-
聞
周
)

マ

キ
ゃ
ン
プ

m

品

マ
+λ

止
琴

マ
毛
糸

マ
ウ
墨

デ
4

ン
グ
ド
レ
ス
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-情報テーブル・

親子パス遠足の集い
一子育て支援センター主催・リフレッシュ講座

「三郎川親水公国」の散策と「上田市マルチメディ

ア情報センター」の且字、パソコ/体験をします。白

どかな自然白中で、身も心もリフレッンュしましょう。

マとき 10月14日仰(雨天決行)午刷9時30分出控、

午後1時解散マ聾合南部保育園闘庇 V対象 2 

歳以七の未就園児とその保護者 マ定員先着30組

マ持ち物 お弁当、水筒、ピクニックソー卜、ごみ袋、

着替え、帽子、 〔雨具) マ書加費 300円 (保険

料ほか・親子宮む〕 マ申し込み 9月17日目。-10月

1 H vJ<lに南部保育園内 ・相談室 (Il00)3096)まで。

国
民
年
金
の
手
続
き

も
う
お
済
み
で
す
か

••• 
国
民
年
金
は
、
国
民
み
ん
な
に
よ

る
老
後
の
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

初
歳
以
上
白
人
は
、
必
ず
ど
こ
か

の
公
的
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
羽
歳
か
ら
印
歳
ま

で
申
か
た
で
、
ま
だ
国
民
年
金
第

l

号
世
保
険
者
ま
た
は
第

3
号
世
保
険

者
へ
の
加
入
手
続
き
(
種
別
変
更
の

届
け
出
)
を
し
て
い
な
い
か
た
は
、

す
ぐ
に
国
保
年
金
訴
か
支
所
で
手
続

き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

月極め駐車場・無料駐輪場付ーブン/
10月1日のしなの鉄道開業に合わせ、同鉄道利用の

通勤やi皿宇田皆さんの利便性を高めるため 『大屋駅」、
『図上田駅』に月極めの有料駐車場と無料の自転車世

き場がオープンします。

市土地開発公社が市に代わって、国鉄m，pll業団白
用地を取得して蛇備をしています。

お気軽にご利用ください。

なお、自転車は、駅IlIJ広場には置けなくなりますの

で、必ず駐車場内の自転車置き場に世いてくださl'o

マ問い合わせ 交通対置課 (困1561)

-
草
1
号
被
保
険
者

①
自
由
業
、
民
輩
、
自
由
業
な
ど
の

人
と
そ
の
配
偶
者
②
学
生
な
ど

-
車
3
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
な
と
に
加
入
し
て
い
る

人
の
肱
扶
聾
配
偶
者

(サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
華
)
は
、
国
民
年
金
第

3
号
被

保
険
事
に
設
当
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必
ず

「
第

3
号

被
保
険
者
白
届
け
出
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
も
し
、
こ
四
届
け
出
が
行

わ
れ
な
い
と
年
金
が
受
給
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
未
来
を
支
え
る
国
民
年
金

茜よ包明駐車場取鎗鳴
所

大屋駅駐車鳴・聡幽繍

駅前広喝東陽〈小路寄リ)I駅前広嶋酉隙"星野寄り〉
60台11台

月銅4200円

9月228仰かり交通対策擦にて随時受け付け

場

駐車台数

月縦4900門般車斜金

駐車繍利用申し込み

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
謀
(
困

1
3
6
5
、
1
3
6
6〉

交
通
事
故
防
止
を
図
る

秋
の
『交
通
安
全
運
動
』

••• 
こ
の
運
動
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り

が

「
空
通
安
全
の
主
役
は
自
分
自
身

で
あ
る
」
と
白
自
覚
を
も
ち
、
交
通

事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

マ
期
間

9
月
幻
目
印

1
同
初
日

ω
マ
重
点

①
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

②

ン
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

徹
底

③

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

時騨霧韓敬重通へご参加<te執も
上小地方事務所林務理では、森林内での学習体験を過

して、白熱に盟しむために綾子森休教室を開催Lます。
マとき 9月28R(日}午前9時30分県台 マ集合場所
JI(部町和池 マ参加資格 小学生の子と綬で重参加するこ
と マ定員 50名 05草脹) 守持ち物昼宜、雨具、
山幸きが可能芯服蛙 7内容 野生きのこの見分け方、
自然観察会 ヤ申し込み 日月25日(府までに上小地方事
務所林務課 (直通007138)へ。

50台

次
の
鋒
同
怖
か
ら
、
温
か
い
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

マ
大
日
本
自
治
会
mm

旧
式
消
防
ポ
ン

プ

2
台
上
回
東
北
消
防
響
に
展
示

マ
匿
名

5
万
円
/
社
会
福
祉
益
金
権

立
金
と
し
て

マ
小
泉
主
智
子
様
(
緑
が
丘
北
)
/
絵
画

-
点
/
国
脅
館
に

マ
匿
名
/
ゆ
か
た
帥
枚
・
足
袋

8
E
・

ν
!
Y
9
枚
/
報
担
宗
へ

マ
池
岡
正
治
様

(ト
塙
}
図
書
1
0

5
冊
神
川
小
学
校
池
凶
文
庫
へ

マ
オ
ル
ガ
ン
針
醐
様
い
ち
い

6
本

地
岡
国
小
学
校
ヘ

マ
上
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
機
/
図
書

1
2
6冊
市
内
各
中
学
校
ヘ

マ
日
本
電
日
電
話
脚
上
悶
営
業
主
底
織

屯
話
お
願
ド
字
削
脈
拍
部
ふ
れ
あ

い
巡
逮
使
4
0
0爺

マ
東
抱
凶
小
安
曽
刷
会
峨
/
板
函
1
幅

/
東
組
問
小
学
校
低
学
年
棟
改
築
記

念
に

一v
I
悶
市
軟
式
野
球
連
関
練
場
飲
み

茶
わ
ん
/
以
官
上
回
野
球
掛
で
の
利

用
に

マ
牧
内
静
壬
様

(大
手
町
)
市
内
礼
mm

除
横
3
台
高
齢
者
の
利
用
す
る
施

設
へ

マ
上
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
/
花
木

6
0
0
本
室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
揚

へ
植
栽

マ
上
関
東
ロ
l
タ
リ
ク
ラ
ブ
織

水
1
本

マ
馬
場
官
縄
問
附
(
俄
浜
市
)

い
内
臥

210台駐鎗台般(無料〉
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• 
.~砂4砂資源回収はルールを守.って出しましょう...
.uん ・面はレジ笹のまま出さないでくださt、。 適正に自己処理することにな勺ています。

・ 「酢」のぴんは、ほとんどのものが多少青みがかってい ・各自治会のルールを守。て出しましょう。

ます。その場合 「宵色 ・紬包」に出してくださL、 .置源回収に出せないもの

・ びんのキャップは朝やせないごみの日に出してくださ L 、。 lJ~j駐所 (商庖、事筋所、工織、自動販完慣など) から出
・白狐回収するのは家庭から ~I される古紙、古布、びん、 fこ貰源ごみや布団、カーペッ トなど。

俗です。事量所ごみ (核軍活動にft闘して出たごみ)は マ問い合わせ理境車萌疎 (000666)

不
動
産
評
価
な
ど
の

無
料
相
談
会
を
開
催

••• 
叩
月
白

「
土
地
月
間
」

に
悟
る
地

価
公
示
普
及
事
業
由
一
環
と
し
て
、

不
動
産
評
価
に
閲
す
る
-
』
と
や
不
動

産
全
般
に
つ
い
て
白
相
談
合
が
聞
か

れ
ま
す
。

マ
と

き

叩

月

1
日
刷
午
前
日
時

i
午

後

4
時

マ
と

こ

ろ

上

回

商

工
会
議
所

マ
主
催

・
問
い
合
わ
せ

附
長
野
県
不
動
産
量
定
士
協
会

(回
0
2
6
2
2
5
1
5
2
2
8
)

日系社会シニアボランティア募集
マ募集脱明会 10月 3 日{剣午睡 6時3C分-8昨@~ì、太古ゾニッ

クγティーにて マ募量分野 ①日本持教育 (2:果随術生 ・嗣枇

(保健闘〔士)・老人介謹掴祉等) ③農業分野 (花き鼎府軍)

マ年齢制限 40旋-69躍 (派遣時) マ応募 10月刊日まで マ
選考書簡審査、面接、軍記試験、健康器断 マ派遣 2年間
マ応募.車線求 申し込み問い合わせ 醐海外日系人協会 (〒

162東京都新宿区市笹本村町42・1IBI03-335J-8331)

中
元
期
の
商
品
量
目

立
入
検
査
結
果
発
表

••• 
市
で
は
毎
年
通
商
産
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省
の
「
全

同

一
斉
量
目
取
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締
ま
り
実
施
計
画
巳

に
仕
掛
づ
き
、
食
品
製
造
事
業
所
、
ス
ー

パ

な
ど
に
立
ち
入
り
、
賞
品
白
目

方
が
正
し
く
』
記
さ
れ
て
い
る
か
検

査
を
史
施
し
て
い
ま
す
。
中
元
期
の

結
晶
は
改
の
と
お
り
で
す
。

マ
検
査
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検
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(困
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h恒

一変貌する

21世紀地域づくりシンポジウム
8H30日出、i1i耐をまもるfll由紀意イベントとして、 f監現す
る信州からの提宮 21世紀地域づくり γ ンポンウム』が附怖され

ました。

市内外から~くの人が肪れ、企場となった文化全信I :t. -'''Iì描
席。魅力ある地域づくりについて、 r道路』に四点を世いた綿簡
やパネルディスカッ γ . ，が行われ、書加者との意見立換もなさ

れました。

【7】
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『休
日

・
夜
間
町
医
療
情
報
』
は
上
田
中
央
消
防
署
(
岡
⑧
0
1
1
9
)
・
上
回
南
部
消
防
署
(
圃
⑮
0
1
1
9
)へ
問
い
合
わ
せ
を
。
惨
察
可
能
な
医
療
機
聞
を
紹
介
し
ま
す
。

b畳付時間 ①乳幼児健康診査 (4か月児・ 10か月
児・ 1歳Bか月児・ 3歳児) 午桂1時-2時 ②2

歳児教室午後1時-1時15分 1>持ち物 ①乳幼児
他康診査母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、

おむつ、赤ち。ん手帳、樹プラン cl歳6か月児〉。
1歳6か月児は、赤ちゃん手帳の中にある他康診査票

に記入してお持ちください。3歳児は、健康器査震と

視聴覚検査のアンケー卜をお送りしますので、ご記入

白つえ、お持ちください。また、尿検査の容器もお持

ちください。 ②2歳児教室描プラン、コップ、お

やつ代(実質)、おやつ用はし ・スプ ノ・フォ クな

どとお皿

圃保健センタ

哩宝1625).10月の乳幼児健康診査・教室

保健 診 tt
E金笠44健康推進課

健康診査 実施日 生年月日

4ヵ月 10月2日 9.5.16-5.31 
10月17日 9.6.1-6.15 

10ヵ月
10月7日 8.11.16-11.30 
10月23日 8.12.1 -12.15 

1歳6ヵ月 10月8日 8.3.16-3.31 
10月22日 8.4.1 -4.15 

3歳
10月15日 6.9.1 -9.15 
10月3C日 6.9.16-9.3C 
10月14日 7.7.1-7.15 
10月29日 7.7.16-7.31 

(市位所南庁舎2暗)

.ジフテリア・破傷風ニ種混合予防接種

b対象者 1期初回 ①三碩混合予防接種白対象者

(平成7年9月1日から平成8年6月30日生まれのお
子さん)で、百日せきにかかったお子さん哩平成7年

8月31日以前に生まれた百日せきにかかったお子さん
(ただし7歳6か月未満)、1期追加 二種混合0)1期
初聞を2回接積したお子さん b接種方，去 1期初回

4-6週間隔で2回接碩、1期追加 l期初回接種桂
12-18か月白聞に1回接種。初匝11回しか接碩してい
ないお子さんは、今年2回接穣してください。1>畳付
時間 午桂l時30分-2時20分 じ〉注意事項 ①予器
謀は、会場で記入してください。②体温は、接種会場

で測定してください。③治療中または経過をみている

病気がある場合には、主治医に前もって相談し、診断

書または宜見容をもらってください (当日の担当医が

書考にして決めるので、接種できない場合もあります)。
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一・

一2
一

-ニ種混合予防接積日程

ご
家
庭
で
痴
ほ
う
老
人
目
お
世
話
に
困
っ
て
い
る
か
た
、
ど

う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い。

マ
と
き

9
月
幻
自
由
午
後
l
時
叩
八
万

1
4
時
叩
八
万

マ
定

員

3
名
ま
で

マ
相
談
担
当

国
立
小
諸
療
聾
所
副
婦
長

・

期
内
静
子
さ
ん

マ
問
い
合
わ
せ
・
南
申
し
込
み

中
央
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
!

(
m
窃
4
1
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お
年
寄
り
の
『
ぽ
け
』
に
つ
い
て
の
相
談
会

対象地区

'97うえだ女性フ工スティバル

「ムービー&トーク」

7.7.1-8.31 
6.8.1-9.30 上回全地区

会場

上回市民会館

【 iDl月4日出午後零時rn分-4時!Iil分/文化会館ホール E・
.講演「魂よ、よみがえれJ
(午後3時15分-，時15分)

事坐語
害 冨

E量
豊平
吾さ
号ん

-映画 「深い河」
(午後1時-3時10分)

=ーー・『曙司圃『 草'9回モントリオール

世界映画畢エキュメニ

カル賞豊富

原作 遺麗周作

監督・脚本 陣弁書

主演 枇吉久美子・

車田理ニ・

井川比佐志ほか

聖
円
・
上
回
市

(〒
3
8
6
鏡
野
県
上
国
市
大
手
1
l
n
l
Mm
v

.
鏡
.
掛
書
課

圃
@
4
1
0
0
8
1
1
1
2
咽

@
5
1
1
1

[8 】

-主催 うえだ女性フェスティパル実行委員会
(上図布連合婦人会上国市婦人団体連絡鎗悔会・うえだ女性会11.上園市・上阻市教育委員会)

.問い合わせ企画課 (困 ，2 2 4) 
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